
学科試験　筆記；100点をもって満点、60点をもって合格とし、60点未満を不合格とする

講師名

科目目標

１．成人期の特性を理解することができる。
２．成人の健康に影響を及ぼす因子について理解することができる。
３．成人期における健康を保持・増進させるための保健活動について理解すること
　　ができる。
４．成人期にある対象の各健康の段階に対する看護について理解できる。

講義形態 ①講義・演習

講義内容

１．成人の生活と健康
２．成人への看護アプローチの基本
３．成人の健康レベルに対応した看護
４．ヘルスプロモーションと看護
５．健康をおびやかす要因と看護
６．健康生活の急激な破綻から回復を促す看護
７．慢性病との共存を支える看護
８．障害がある人の生活とリハビリテーション
９．人生の最期のときを支える看護
10．学習者である患者への看護技術
11．治療過程にある患者への看護技術
12．症状マネジメントにおける看護技術
13．療養の場を移行する人々への看護技術
14．新たな治療法，先端医療と看護

【テキスト／参考文献】

医学書院　系統看護学講座　専門分野　成人看護学[1]成人看護学総論

【評価】

外部講師

分野 専門分野 科目名 成人看護学概論

時間 30時間 開講時期 1年次（後期）


